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７月１日（月）～３日（水）に亘り、七夕行事を行いました。様々な色の色画用紙を短冊として用い、利用者様

に願い事を書いて頂きました。皆さん真剣な表情で願い事を書かれ、「家族が健康で暮らせますように」「歩けるよ

うになりますように」「手が良くなりますように」「バイクに乗って友人に会いに行きたい」など普段心の中で思っ

ている願いを短冊に込めて笹の葉に吊るしました。 

七夕に願い事を書く本来の理由は、「稲の開花時期である七夕に豊作の願いをしていたことから」「機織（はたお

り）が上手だった織姫にあやかって、手芸や習字など手技の上達を願っていたことから」が習合したものと考えら

れているそうです。また、笹の葉に吊るすことにより、笹の葉に宿る精霊が願いごとを叶えてくれるとの説がある

そうです。 

本物の笹をデイケア入り口に飾り、一人一人願いを込めて笹に吊るすことが出来ました。 

 

 

 

 

  

 

  

  

 

 

 

 

   

 

 ７月中旬の快晴のある日、利用者様から「野菜を見せてちょうだい」「収穫できるかな」と職員に声が掛かり、 

５月にデイケア屋上のプランターに植えた夏野菜の収穫を行いました。ナス、ミニトマト、キュウリ、ゴーヤの苗

を植え、ミニトマトは食べきれない程に実が成りましたが。３時のおやつと一緒にミニトマトを配ると「甘い」「お

いしい～」「皮が少し硬い」など言葉にしながら召し上がっていました。ナス、キュウリ、ゴーヤは、残念ながら多

く収穫することが出来なかったので、来年こそは、ぜひ多く実らして皆さんで堪能しましょう♪ 

 

 

 

 

 

トマトが赤くなると、 

医者が青くなるのよ

(*̂ 。̂ *) 


